
事業所名：港区立児童発達支援センター　ぱお 作成日：令和6年11月1日

法人（事業所）理念

支援方針

開館時間 月曜日～土曜日　9時00分から18時00分まで 送迎実施の有無 通園事業のみ送迎バスあり

家族支援
毎回の支援の同席、保護者参加日・連絡帳などを通じて、お子
様に合わせた取り組みや工夫について共有する

移行支援 必要に応じて、所属集団や民間事業所等と連携する

地域支援・地域連携
必要に応じて、所属集団や医療機関、相談機関等と連携する
関連する施設向けの見学会や研修会の実施

職員の質の向上
内部研修会や外部講師によるスーパーバイズの実施
外部研修会、学校公開への参加

児童発達支援(通園、個別、グループ）

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・

コミュニケーション

人間関係・社会性

主な行事等

放課後等デイサービス（個別、グループ）

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・

コミュニケーション

人間関係・社会性

主な行事等

居宅訪問型児童発達支援

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・

コミュニケーション

人間関係・社会性

主な行事等

保護者勉強会

保護者勉強会
通園：運動会、遠足など

支 援 内 容

本

人

支

援

日常生活動作や生活リズムが整い、ご本人が過ごしやすくなるような環境調整の方法について共有する

物や環境に合わせた体の使い方、道具の使い方を知る　　感覚特性について理解を深め、それに合わせた工夫について知る

見通しをもって課題に取り組み、他者と達成や楽しさを共有する力、行動を調整する力を育む

文章の組み立てや読み書きの土台となる力、他者とのやりとりの中でことばを用いる力を育む

小集団または個別の関わりの中で、他者や自分が感じていること、考えていることに気づき、表現する力や共有する力を育む

全事業共通支援プログラム

社会福祉法人　友愛十字会　　　共に生きる　～感じる　創る　つながる～

生活の中で、お子様の持つ力を発揮し、生きる力を育む
お子様の困りごとの背景にある発達の特性について専門職がアセスメントし、支援を通してご本人や保護者様と共に理解を深める

支 援 内 容

本

人

支

援

日常生活動作や生活リズムが整い、身の回りのことで自分でできることが増える

物や環境に合わせた体の使い方や道具の操作が上達する　　感覚特性に合わせた環境の調整を行う

見通しをもって活動に参加し、わかること・できることが増える

言葉だけでなく、絵カードや身振りなどを用いて、要求や困ったことを伝えられるようになる
言葉を聞いてイメージできることや表現できることが増える

小集団または個別の関わりの中で安心して過ごせる場面が増える

保護者勉強会、季節行事

支 援 内 容

本

人

支

援

生活リズムが整い、体に無理なく活動に参加できる

体の使い方や物の操作が上達する

わかること、できることが増える

要求や困ったことを伝えられるようになる

家族以外の人と安心して過ごせるようになる


